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新新
翔翔
高高
校校((

永永
石石
和和
校校
長長))

でで
はは
４４
日日((

金金))

にに
平平
成成
2255

年年
度度
末末
のの
人人
事事
異異
動動
でで
退退
職職

・・
転転
出出
ささ
れれ
るる
先先
生生
方方
のの
離離

任任
式式
がが
ああ
っっ
たた
。。
愛愛
須須
教教
頭頭

よよ
りり
先先
生生
方方
のの
紹紹
介介
がが
ああ
りり
、、

離離
任任
式式
にに
出出
席席
ささ
れれ
たた
竹竹
村村

前前
校校
長長
以以
下下
８８
人人
のの
先先
生生
方方

かか
らら
教教
員員
生生
活活
やや
新新
翔翔
高高
校校

でで
のの
思思
いい
出出
やや
、、
新新
翔翔
生生
にに

期期
待待
すす
るる
ここ
とと
なな
どど
がが
語語
らら

れれ
たた
。。

�
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退退
職職
・・
転転
出出
ささ
れれ
たた
先先
生生

方方
はは
次次
のの
通通
りり
。。
敬敬
称称
略略
。。

▽▽
退退
職職

竹竹
村村

貢貢

玉玉
置置
高高
嗣嗣

瀧瀧
本本

英英
美美

▽▽
転転
職職

中中
本本
万万
智智
子子

((

紀紀
央央
館館
へへ))

竹竹
ノノ
下下
加加
代代

((

神神
島島
へへ))

岡岡

純純
平平

((

南南
部部
へへ))

和和
泉泉
友友
紀紀

((

南南
部部
へへ))

金金
丸丸

央央((

市市
立立
和和
歌歌
山山
へへ))

小小
池池
佑佑
介介

((

県県
和和
歌歌
山山
商商
業業
へへ))

本本
多多
亜亜
佑佑
華華((

和和
歌歌
山山
東東
へへ))

学学
院院
大大
学学
、、
名名
古古
屋屋
商商
科科
大大

学学
、、
大大
阪阪
人人
間間
科科
学学
大大
学学
なな

どど
４４
大大
にに
７７
人人
、、
和和
歌歌
山山
赤赤

十十
字字
看看
護護
専専
門門
学学
校校
・・
県県
立立

高高
等等
看看
護護
学学
校校
・・
県県
立立
なな
ぎぎ

看看
護護
学学
校校
のの
各各
看看
護護
学学
校校
にに

合合
わわ
せせ
てて
７７
人人
、、
そそ
のの
他他
のの

専専
門門
学学
校校
・・
各各
種種
学学
校校
にに
はは

進進
学学
者者
全全
体体
のの
半半
数数
以以
上上
のの

3355
人人
がが
進進
みみ
、、
そそ
のの
内内
訳訳
はは
、、

工工
業業
分分
野野
にに
３３
人人
、、
医医
療療
分分

野野
にに
1166
人人
、、
衛衛
生生
分分
野野
にに
８８

人人
、、
教教
育育
・・
社社
会会
福福
祉祉
分分
野野

にに
４４
人人
、、
商商
業業
実実
務務
分分
野野
にに

７７
人人
、、
服服
飾飾
・・
家家
政政
分分
野野
にに

２２
人人
、、
文文
化化
・・
教教
養養
分分
野野
にに

２２
人人
でで
ああ
っっ
たた
。。
なな
おお
、、
イイ

ンン
タタ
ーー
ンン
シシ
ッッ
ププ
やや
キキ
ャャ
リリ

アア
アア
ッッ
ププ
をを
実実
施施
すす
るる
過過
程程

でで
、、
毎毎
年年
、、
地地
元元
のの
企企
業業
・・

事事
業業
所所
、、
福福
祉祉
施施
設設
なな
どど
にに

大大
変変
おお
世世
話話
にに
なな
っっ
てて
おお
りり
、、

まま
たた
、、
就就
職職
未未
決決
定定
のの
生生
徒徒

にに
つつ
いい
てて
はは
、、
ハハ
ロロ
ーー
ワワ
ーー

クク
新新
宮宮
にに
引引
きき
続続
きき
、、
ごご
指指

導導
、、
ごご
支支
援援
いい
たた
だだ
いい
てて
いい

るる
。。
関関
係係
のの
皆皆
様様
方方
にに
心心
かか

らら
感感
謝謝
申申
しし
上上
げげ
たた
いい
とと
のの

ここ
とと
でで
ああ
るる
。。

社社
会会
性性
のの
向向
上上
をを
図図
るる
ここ
とと

をを
目目
的的
とと
しし
てて
行行
わわ
れれ
てて
いい

るる
。。１１

年年
次次
のの
１１
月月
にに
はは
イイ
ンン

タタ
ーー
ンン
シシ
ッッ
ププ
をを
、、
２２
年年
次次

のの
８８
月月
にに
はは
キキ
ャャ
リリ
アア
アア
ッッ

ププ
をを
、、
全全
てて
のの
生生
徒徒
がが
経経
験験

すす
るる
。。
３３
年年
次次
にに
はは
、、
週週
２２

時時
間間
のの｢｢

総総
合合
学学
習習｣｣

でで
、、

基基
礎礎
学学
力力
アア
ッッ
ププ
とと
各各
自自
のの

進進
路路
実実
現現
にに
合合
致致
しし
たた
調調
査査

研研
究究
制制
作作
・・
検検
定定
学学
習習
・・
進進

路路
学学
習習
にに
取取
りり
組組
んん
でで
いい
るる
。。

まま
たた
、、
多多
様様
なな
進進
路路
希希
望望
にに

対対
応応
すす
るる
たた
めめ
、、
放放
課課
後後
やや

夏夏
休休
みみ
にに
公公
務務
員員
、、
進進
学学
、、

看看
護護
医医
療療
、、
民民
間間
就就
職職
なな
どど

のの
アア
セセ
ンン
ブブ
リリ
ーー
、、
ガガ
イイ
ダダ

ンン
スス
、、
補補
習習
授授
業業
、、
面面
接接
、、

作作
文文
・・
小小
論論
文文
指指
導導
をを
合合
わわ

せせ
てて
実実
施施
しし
てて
いい
るる
。。
昨昨
年年

度度
のの
同同
校校
のの
就就
職職
希希
望望
はは
7711

人人
でで
進進
学学
希希
望望
はは
5577
人人
でで
ああ

っっ
たた
。。
就就
職職
でで
はは
、、
指指
定定
求求

人人
企企
業業
数数
はは
、、
１１
００
４４
社社
とと

昨昨
年年
度度
のの
１１
１１
６６
社社
をを
下下
回回

っっ
たた
。。
まま
たた
、、
京京
阪阪
神神
のの
製製

造造
業業
やや
、、
建建
設設
系系
をを
除除
くく
地地

元元
のの
求求
人人
がが
減減
少少
しし
たた
がが
、、

応応
募募
前前
職職
場場
見見
学学((

のの
べべ
8877

人人
実実
施施))

なな
どど
地地
道道
なな
就就
職職

活活
動動
にに
取取
りり
組組
んん
だだ
。。
そそ
のの

結結
果果
、、
就就
職職
しし
たた
主主
なな
企企
業業

はは
次次
のの
通通
りり
でで
ああ
るる
。。
県県
内内

やや
地地
元元
でで
はは
、、
北北
越越
紀紀
州州
製製

紙紙

((

２２
人人))

、、
みみ
くく
まま
のの
農農

業業
協協
同同
組組
合合
、、
新新
宮宮
信信
用用
金金

庫庫
、、
夏夏
山山
組組
なな
どど
にに
3333
人人
、、

県県
外外
でで
はは
、、
トト
ヨヨ
タタ
自自
動動
車車
、、

セセ
ララ
ミミ
ッッ
クク
セセ
ンン
ササ

((

２２

人人))

、、
日日
本本
郵郵
便便
、、
四四
国国
旅旅

客客
鉄鉄
道道
、、
ＪＪ
ＰＰ
ハハ
イイ
テテ
ッッ
クク

なな
どど
にに
3388
人人
がが
就就
職職
しし
たた
。。

一一
方方
、、
進進
学学
でで
はは
、、
桃桃
山山

��������������		

������������

��������������

多多様様化化すするる現現代代のの情情報報社社会会ににおおいい

てて必必要要なな知知識識・・正正ししいい知知識識をを身身ににつつ

けけるるたためめ､､ 全全校校生生徒徒をを対対象象にに情情報報モモ

ララルル講講座座をを開開いいたた｡｡ 講講師師ととししててGGRREEEE

株株式式会会社社のの市市川川愛愛美美ささんんにに来来てて頂頂きき､､

｢｢正正ししくく怖怖ががるるイインンタターーネネッットト～～事事

例例にに学学ぶぶ情情報報モモララルル～～｣｣ とと題題ししてておお

話話しし頂頂いいたた｡｡

生生徒徒だだけけででななくく大大人人もも利利用用ししてていい

るるSSNNSS ((ソソーーシシャャルルネネッットトワワーーキキンン

ググササーービビスス))｡｡ 現現代代ににははGGRREEEE､､ mmiixxii､､

ffaacceebbooookkとといいっったた多多くくののSSNNSSがが広広がが

っってていいるる｡｡ SSNNSSのの本本来来ののココンンセセププトト

はは ｢｢人人とと人人をを結結びびつつけけるる｡｡ 人人とと人人のの

つつななががりりをを深深めめるる｡｡｣｣ とといいっったたもものの

でであありり､､ 実実際際にに災災害害時時やや緊緊急急時時にに

SSNNSSをを通通じじてて､､ 人人のの命命をを助助けけるるこことと

ががででききたたりり､､ 人人のの役役にに立立つつここととががでで

ききるる｡｡ ししかかしし､､ 自自分分ののミミススやや ｢｢ここれれ

ぐぐららいいなならら大大丈丈夫夫だだろろうう｣｣ とといいうう安安

易易なな考考ええがが､､ 自自ららのの人人生生をを変変ええててしし

ままううここととににつつななががるる｡｡ ｢｢自自分分のの投投稿稿

ななんんてて誰誰もも見見なないいだだろろうう｣｣､､ ｢｢他他人人にに

はは見見ええなないいよよううにに設設定定ししてていいるるかからら

大大丈丈夫夫｣｣ とといいううののででははななくく､､ ｢｢イインン

タターーネネッットト上上にに載載っったたももののはは消消すすここ

ととががででききなないい｣｣ とと考考ええるる必必要要ががああるる｡｡

悪悪意意ああるる投投稿稿ななどどはは､､ 投投稿稿者者がが短短時時

間間でで特特定定さされれ､､ 周周りりのの人人間間ままでで調調べべ

らられれるるケケーーススもも出出ててくくるる｡｡ 実実際際にに､､

イインンタターーネネッットトででのの過過去去のの過過ちちをを発発

見見さされれ､､ 進進学学やや就就職職のの際際にに涙涙ををののんん

だだとといいうう話話ももああっったた｡｡ ｢｢日日常常ととイインン

タターーネネッットトのの境境目目ははなないい｣｣ とといいううよよ

ううにに､､ 日日常常ででししててははいいけけなないいここととはは

ネネッットト上上ででももししててははいいけけなないいとといいうう

ここととででああるる｡｡ イインンタターーネネッットトははああくく

ままでで道道具具でであありり､､ 正正ししくく使使ううここととがが

大大切切でであありり､､ 知知ららずずにに使使ううここととのの危危

険険性性ににつついいててもも理理解解がが深深ままっったた｡｡ 最最

後後にに ｢｢ススママーートトにに利利用用しし､､ 人人間間ととしし

ててももススママーートトにに｡｡ そそししてて人人生生をを豊豊かか

にに｡｡｣｣ とと生生徒徒にに向向けけてて､､ 言言葉葉をを下下ささ

っったた｡｡ 本本質質をを大大

事事にに､､ 多多様様化化すす

るる社社会会にに関関わわっっ

てていいくく必必要要性性をを

感感じじるる講講演演ででああ

っったた｡｡
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新新
入入
生生
研研
修修｢｢

身身
だだ

しし
なな
みみ
セセ
ミミ
ナナ
ーー｣｣

４４
月月
1111
日日((

金金))

かか
らら
始始

まま
っっ
たた
新新
入入
生生
研研
修修
でで
はは
、、

｢｢

総総
合合
学学
科科｣｣

にに
つつ
いい
てて
のの

学学
習習
やや
、、
進進
路路
やや
生生
徒徒
指指
導導

のの
話話
、、
各各
教教
科科
のの
勉勉
強強
法法
なな

どど
多多
岐岐
にに
わわ
たた
っっ
てて
行行
わわ
れれ

たた
。。
４４
月月
1144
日日((

月月))

にに
はは

瀧瀧
本本
株株
式式
会会
社社
のの
伊伊
島島
拓拓
海海

ささ
んん
をを
講講
師師
にに
招招
きき
、、｢｢

身身

だだ
しし
なな
みみ
セセ
ミミ
ナナ
ーー｣｣

をを
開開

催催
しし
たた
。。
冒冒
頭頭
でで
はは
、、
身身
だだ

しし
なな
みみ
にに
つつ
いい
てて
、、
人人
はは
他他

者者
とと
出出
会会
っっ
てて
すす
ぐぐ
３３
〜〜
1100

秒秒
のの
間間
にに
相相
手手
へへ
のの
第第
一一
印印

象象
をを
もも
つつ
。。
第第
一一
印印
象象
をを
決決

めめ
るる
最最
もも
大大
きき
なな
要要
素素
がが
視視

覚覚
でで
ああ
りり
、、
身身
だだ
しし
なな
みみ
はは

人人
間間
関関
係係
をを
築築
くく
上上
でで
非非
常常

にに
大大
切切
でで
ああ
るる
とと
学学
んん
だだ
。。

次次
にに
、、
制制
服服
にに
つつ
いい
てて
、、

｢｢

制制
服服
とと
はは
何何
のの
たた
めめ
にに
ああ

るる
かか｣｣

｢｢

制制
服服
をを
着着
るる
ここ
とと

のの
意意
味味
はは
何何
かか｣｣

にに
つつ
いい
てて

学学
んん
だだ
。。
伊伊
島島
ささ
んん
はは
制制
服服

とと
はは
、、
一一
目目
でで
仕仕
事事
やや
学学
校校

がが
分分
かか
るる
もも
のの
でで
ああ
りり
、、
①①

同同
じじ
学学
校校
、、
同同
じじ
仲仲
間間
とと
いい

っっ
たた
一一
体体
感感
をを
生生
みみ
出出
すす
②②

チチ
ーー
ムム
やや
学学
校校
をを
代代
表表
すす
るる

もも
のの
でで
ああ
りり
、、
そそ
のの
集集
団団
のの

評評
価価
をを
決決
めめ
るる
③③
集集
団団
のの
象象

徴徴
でで
ああ
りり
、、
そそ
のの
集集
団団
にに
対対

すす
るる
信信
頼頼
やや
期期
待待
がが
込込
めめ
らら

れれ
てて
いい
るる
④④
社社
会会
的的
ママ
ナナ
ーー

なな
どど
、、
正正
しし
いい
判判
断断
をを
身身
にに

付付
けけ
るる
たた
めめ
のの
教教
材材
でで
もも
ああ

るる
とと
説説
明明
しし
たた
。。
まま
たた
、、
身身

だだ
しし
なな
みみ
にに
つつ
いい
てて
①①
ババ
ララ

ンン
スス
②②
清清
潔潔
感感
③③
明明
朗朗
感感
がが

大大
切切
でで
ああ
りり
、、
女女
性性
でで
はは
スス

カカ
ーー
トト
丈丈
がが
膝膝
をを
隠隠
すす
くく
らら

いい
にに
、、
男男
性性
でで
はは
上上
着着
とと
ズズ

ボボ
ンン
のの
丈丈
がが
１１
対対
１１
にに
なな
るる

よよ
うう
にに
、、
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
はは
きき
ここ

なな
すす
ここ
とと
がが
好好
印印
象象
にに
つつ
なな

がが
りり
、、
短短
すす
ぎぎ
るる
スス
カカ
ーー
トト

やや
下下
にに
ずず
らら
しし
たた
ズズ
ボボ
ンン
はは

制制
服服
のの
着着
ここ
なな
しし
でで
はは
似似
つつ

かか
わわ
しし
くく
なな
くく
、、
集集
団団
のの
イイ

メメ
ーー
ジジ
をを
損損
なな
うう
ここ
とと
をを
、、

映映
像像
をを
まま
じじ
ええ
てて
説説
明明
、、
最最

後後
にに
、、
帰帰
宅宅
後後
はは
ハハ
ンン
ガガ
ーー

にに
掛掛
けけ
るる
、、
汚汚
れれ
たた
らら
すす
ぐぐ

にに
拭拭
きき
取取
るる
、、
ここ
まま
めめ
にに
アア

イイ
ロロ
ンン
をを
かか
けけ
るる
、、
ポポ
ケケ
ッッ

トト
にに
物物
をを
入入
れれ
すす
ぎぎ
なな
いい
なな

どど
、、
制制
服服
をを
大大
切切
にに
、、
長長
くく

着着
るる
たた
めめ
のの
要要
点点
をを
教教
ええ
てて

くく
れれ
たた
。。
新新
入入
生生
一一
人人
ひひ
とと

りり
がが
、、
制制
服服
のの
意意
味味
をを
理理
解解

しし
、、
集集
団団
のの
代代
表表
とと
しし
てて
のの

自自
覚覚
をを
持持
ちち
なな
がが
らら
、、
清清
潔潔

感感
のの
ああ
るる
身身
だだ
しし
なな
みみ
をを
身身

にに
付付
けけ
るる
ここ
とと
がが
、、
成成
人人
へへ

のの
第第
一一
歩歩
でで
ああ
るる
とと
考考
ええ

るる
。。

�
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県県
立立
新新
翔翔
高高
校校((

永永
石石
和和

校校
長長))

はは
ここ
のの
ほほ
どど
平平
成成
2255

年年
度度
のの
進進
路路
状状
況況
をを
まま
とと
めめ

たた
。。同同

校校
はは
、、
総総
合合
学学
科科((

教教

養養
、、
地地
域域
文文
化化
、、
建建
設設
技技
術術
、、

ビビ
ジジ
ネネ
スス
、、
情情
報報
のの
５５
系系
列列))

にに
衣衣
替替
ええ
しし
てて
かか
らら
５５
回回
目目

のの
卒卒
業業
生生
をを
出出
しし
たた
。。
同同
校校

でで
はは
、、
職職
業業
観観
・・
勤勤
労労
観観
育育

成成
のの
たた
めめ
にに
、、
１１
年年
次次
のの

｢｢

産産
業業
社社
会会
とと
人人
間間｣｣

、、
２２
、、

３３
年年
次次
のの｢｢

総総
合合
学学
習習｣｣

のの

なな
かか
でで
ささ
まま
ざざ
まま
なな
取取
りり
組組

みみ
をを
しし
てて
いい
るる
。。
ここ
れれ
らら
のの

授授
業業
はは
、、
自自
己己
のの
生生
きき
方方
をを

探探
求求
しし
、、
社社
会会
のの
一一
員員
とと
しし

てて
豊豊
かか
なな
社社
会会
をを
築築
くく
態態
度度

をを
育育
てて
、、
学学
習習
へへ
のの
意意
識識
とと

９９
日日((

水水))

にに
対対
面面
式式
がが
行行

わわ
れれ
、、
１１
４４
６６
人人
のの
新新
入入
生生
がが

２２
・・
３３
年年
のの
先先
輩輩
とと
初初
めめ
てて
顔顔

をを
合合
わわ
せせ
たた
。。
新新
入入
生生
はは
やや
やや

緊緊
張張
しし
たた
面面
持持
ちち
でで
ああ
っっ
たた
がが
、、

新新
入入
生生
代代
表表
・・
浦浦
なな
なな
みみ
ささ
んん

かか
らら
はは｢｢

高高
校校
生生
活活
にに
対対
しし
期期

待待
とと
不不
安安
がが
入入
りり
交交
じじ
っっ
てて
いい

まま
すす
がが
、、
文文
武武
両両
道道
をを
目目
指指
しし
、、

楽楽
しし
くく
充充
実実
しし
たた
高高
校校
生生
活活
にに

なな
るる
よよ
うう
精精
一一
杯杯
頑頑
張張
りり
まま
すす｣｣

とと
力力
強強
いい
ああ
いい
ささ
つつ
がが
ああ
っっ
たた
。。

新新
入入
生生
のの
言言
葉葉
にに
対対
しし
、、
在在
校校

生生
代代
表表
・・
生生
徒徒
会会
長長
のの
橋橋
野野
颯颯

真真
君君
がが
先先
輩輩
かか
らら
のの
アア
ドド
ババ
イイ

スス
とと
しし
てて
、、
将将
来来
のの
目目
標標
をを
持持

つつ
ここ
とと
、、
態態
度度
・・
行行
動動
にに
けけ
じじ

めめ
をを
持持
つつ
ここ
とと
、、
ああ
いい
ささ
つつ
・・

礼礼
儀儀
をを
大大
切切
にに
すす
るる
ここ
とと
、、
そそ

しし
てて
不不
安安
にに
なな
っっ
たた
とと
きき
はは
上上

級級
生生
をを
頼頼
るる
ここ
とと
なな
どど
をを
送送
っっ

たた
。。

新新
翔翔
高高
校校
でで
はは
７７
日日((

月月))

にに
新新
任任
式式
がが
行行
わわ
れれ
、、
串串
本本

・・
古古
座座
高高
校校
古古
座座
校校
舎舎
よよ
りり

永永
石石

和和
新新
校校
長長
がが
着着
任任
のの

ああ
いい
ささ
つつ
をを
行行
っっ
たた
。。
まま
たた

８８
人人
のの
新新
着着
任任
のの
先先
生生
方方
かか

らら
自自
己己
紹紹
介介
やや
抱抱
負負
がが
語語
らら

れれ
たた
。。

続続
いい
てて
平平
成成
2266
年年
度度
１１
学学

期期
始始
業業
式式
がが
行行
わわ
れれ
、、
永永
石石

新新
校校
長長
はは
人人
生生
のの
目目
標標
やや
そそ

のの
たた
めめ
にに
どど
うう
すす
れれ
ばば
よよ
いい

かか
とと
いい
うう
小小
ささ
なな
目目
標標
なな
どど

自自
分分
なな
りり
のの
目目
標標
をを
持持
つつ
ここ

とと
、、
基基
礎礎
・・
基基
本本
とと
なな
るる
知知

識識
をを
身身
にに
付付
けけ
てて
ほほ
しし
いい
ここ

とと
、、
相相
手手
のの
立立
場場
をを
考考
ええ
るる

態態
度度
、、
思思
いい
やや
りり
のの
心心
をを
持持

っっ
てて
ほほ
しし
いい
ここ
とと
をを
生生
徒徒
にに

訴訴
ええ
かか
けけ
たた
。。

�
�
�
�

新新
着着
任任
のの
先先
生生
はは
次次
のの
通通

りり
。。
敬敬
称称
略略
。。

永永
石石

和和((

新新
校校
長長
・・
国国
語語))

江江
川川

一一

((

国国
語語))

島島
田田

昌昌
彦彦

((

美美
術術))

矢矢
野野
健健
太太
郎郎

((

保保
健健
体体
育育))

布布
引引

佳佳
澄澄

((

国国
語語))

瀬瀬
古古

周周
大大

((

数数
学学))

久久
津津
輪輪
まま
どど
かか

((

理理
科科))

��

仲仲

剛剛
士士

((

商商
業業))

藤藤
本本

公公
子子

((

事事
務務))

てて
のの
誇誇
りり
をを
胸胸
にに
精精
一一
杯杯
努努

力力
すす
るる
ここ
とと
をを
ここ
ここ
にに
誓誓
いい

まま
すす
。。｣｣

とと
力力
強強
くく
宣宣
誓誓
しし

たた
。。

述述
べべ
、、
自自
らら
のの
可可
能能
性性
にに
挑挑

戦戦
すす
るる
ここ
とと
、、
基基
礎礎
・・
基基
本本

とと
なな
るる
知知
識識
・・
技技
能能
をを
身身
にに

つつ
けけ
るる
ここ
とと
、、
規規
律律
ああ
るる
行行

動動
をを
取取
るる
ここ
とと
をを
新新
入入
生生
にに

伝伝
ええ
たた
。。

新新
入入
生生
をを
代代
表表
しし
てて
大大
谷谷

皆皆
斗斗
君君
はは
、、｢｢

私私
たた
ちち
１１
４４

６６
名名
はは
、、
ここ
れれ
かか
らら
そそ
れれ
ぞぞ

れれ
のの
目目
標標
にに
向向
かか
っっ
てて
努努
力力

しし
、、
何何
事事
にに
もも
積積
極極
的的
にに
取取

りり
組組
みみ
なな
がが
らら
、、
１１
日日
１１
日日

をを
大大
切切
にに
過過
ごご
そそ
うう
とと
決決
意意

をを
新新
たた
にに
しし
てて
いい
まま
すす
。。
総総

合合
学学
科科
とと
いい
うう
環環
境境
のの
もも
とと
、、

数数
多多
くく
のの
選選
択択
肢肢
のの
中中
かか
らら
、、

自自
分分
のの
興興
味味
関関
心心
のの
ああ
るる
ここ

とと
をを
しし
っっ
かか
りり
とと
見見
極極
めめ
、、

そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
将将
来来
にに
向向
けけ
てて

一一
生生
懸懸
命命
勉勉
学学
にに
励励
みみ
たた
いい

とと
思思
いい
まま
すす
。。
ささ
らら
にに
、、
クク

ララ
ブブ
活活
動動
にに
もも
積積
極極
的的
にに
参参

加加
しし
、、
自自
らら
のの
技技
術術
のの
向向
上上

はは
もも
とと
よよ
りり
、、
先先
輩輩
方方
にに
いい

ろろ
いい
ろろ
教教
ええ
てて
いい
たた
だだ
きき
なな

がが
らら
成成
長長
しし
てて
いい
きき
たた
いい
とと

思思
いい
まま
すす
。。
私私
達達
新新
入入
生生
はは

新新
翔翔
高高
等等
学学
校校
のの
生生
徒徒
とと
しし

新新
翔翔
高高
校校((

永永
石石
和和
校校
長長))

でで
はは
８８
日日
にに
平平
成成
2266
年年
度度
第第

８８
回回
入入
学学
式式
がが
行行
わわ
れれ
たた
。。

桜桜
のの
花花
がが
咲咲
きき
誇誇
るる
中中
、、
１１

４４
６６
人人((

男男
子子
7744
・・
女女
子子
7722))

がが
新新
翔翔
高高
校校
でで
のの
新新
しし
いい
生生

活活
にに
向向
けけ
てて
スス
タタ
ーー
トト
をを
切切

っっ
たた
。。
入入
学学
生生
呼呼
名名
にに
続続
きき
、、

永永
石石
校校
長長
がが｢｢

地地
域域
をを
愛愛
しし
、、

地地
域域
にに
求求
めめ
らら
れれ
るる
人人
材材
をを

育育
成成
すす
るる
のの
がが
新新
翔翔
高高
校校
、、

ここ
れれ
かか
らら
のの
高高
校校
生生
活活
にに
期期

待待
もも
不不
安安
もも
ああ
るる
だだ
ろろ
うう
がが
、、

初初
心心
をを
忘忘
れれ
ずず
、、
努努
力力
をを
積積

みみ
重重
ねね
てて
、、
充充
実実
しし
たた
高高
校校

生生
活活
をを
送送
っっ
てて
ほほ
しし
いい｣｣

とと
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本本
年年
度度
、、
新新
翔翔
高高
校校
校校
長長

にに
着着
任任
しし
まま
しし
たた
永永
石石
和和
でで

すす
。。
前前
任任
校校
はは
串串
本本
古古
座座
高高

校校
でで
、、
出出
身身
もも
串串
本本
町町
でで
すす
。。

串串
本本
とと
いい
ええ
ばば
、、
明明
治治
2233
年年
、、

トト
ルル
ココ
のの
軍軍
艦艦
エエ
ルル
トト
ゥゥ
ーー

ルル
ルル
号号
がが
串串
本本
樫樫
野野
崎崎
でで
遭遭

難難
しし
６６
００
００
名名
近近
いい
乗乗
組組
員員

がが
亡亡
くく
なな
っっ
たた
海海
難難
事事
故故
がが

よよ
くく
知知
らら
れれ
てて
いい
まま
すす
がが
、、

私私
はは
そそ
のの
事事
故故
のの
現現
場場
でで
ああ

るる
串串
本本
町町
大大
島島((

樫樫
野野))

のの

出出
身身
でで
すす
。。
ここ
のの
出出
来来
事事
はは
、、

地地
元元
住住
民民
のの
献献
身身
的的
なな
救救
助助

活活
動動
のの
エエ
ピピ
ソソ
ーー
ドド
とと
とと
もも

にに
日日
本本
とと
トト
ルル
ココ
のの
友友
好好
のの

原原
点点
とと
しし
てて
、、
今今
でで
はは
教教
科科

書書
にに
載載
るる
ほほ
どど
有有
名名
なな
話話
にに

なな
りり
まま
しし
たた
。。
小小
学学
生生
のの
ここ

ろろ
学学
校校
行行
事事
でで
墓墓
地地
のの
清清
掃掃

にに
参参
加加
しし
てて
いい
たた
私私
もも
両両
国国

のの
親親
善善
にに
少少
しし
はは
貢貢
献献
でで
きき

たた
のの
かか
なな
とと
うう
れれ
しし
くく
思思
っっ

てて
いい
まま
すす
。。

私私
はは
、、
本本
校校
でで
勤勤
務務
すす
るる

のの
はは
初初
めめ
てて
でで
すす
がが
、、
新新
宮宮

商商
業業
時時
代代
にに
はは
、、
毎毎
年年
秋秋
にに

クク
ララ
ブブ
のの
試試
合合
でで
ここ
ちち
らら
にに

来来
てて
いい
まま
しし
たた
。。
ちち
なな
みみ
にに

私私
がが
2200
年年
以以
上上
顧顧
問問
をを
しし
てて

きき
たた
のの
はは
弓弓
道道
部部
でで
すす
。。
そそ

のの
ここ
ろろ
新新
商商
のの
弓弓
道道
部部
にに
はは

全全
国国
大大
会会
にに
出出
場場
すす
るる
よよ
うう

なな
有有
力力
選選
手手
がが
結結
構構
いい
たた
よよ

うう
にに
思思
いい
まま
すす
。。
他他
にに
もも
県県

下下
でで
トト
ッッ
ププ
クク
ララ
スス
にに
入入
るる

強強
豪豪
クク
ララ
ブブ
がが
いい
くく
つつ
かか
ああ

っっ
てて
、、
外外
かか
らら
見見
るる｢｢

しし
んん

しし
ょょ
うう｣｣

はは
クク
ララ
ブブ
活活
動動
がが

盛盛
んん
なな
学学
校校
とと
いい
うう
印印
象象
がが

強強
くく
残残
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
高高
校校

時時
代代
にに
クク
ララ
ブブ
活活
動動
にに
取取
りり

組組
むむ
ここ
とと
はは
いい
ろろ
んん
なな
ここ
とと

をを
学学
ぶぶ
ここ
とと
がが
でで
きき
、、
大大
変変

有有
意意
義義
でで
すす
。。
昔昔
とと
比比
べべ
るる

とと
、、
生生
徒徒
数数
がが
ずず
いい
ぶぶ
んん
少少

なな
くく
なな
っっ
てて
クク
ララ
ブブ
運運
営営
にに

もも
影影
響響
がが
出出
てて
きき
てて
いい
まま
すす

がが
、、
クク
ララ
ブブ
のの
活活
躍躍
はは
学学
校校

にに
元元
気気
とと
活活
力力
をを
与与
ええ
てて
くく

れれ
まま
すす
。。
生生
徒徒
のの
皆皆
ささ
んん
にに

はは
ぜぜ
ひひ
とと
もも
活活
発発
なな
活活
動動
をを

期期
待待
しし
てて
いい
まま
すす
。。

先先
日日
登登
校校
指指
導導
とと
いい
うう
のの

がが
ああ
りり
まま
しし
たた
。。
先先
生生
方方
がが

通通
学学
路路
やや
駅駅
なな
どど
にに
出出
かか
けけ

生生
徒徒
のの
登登
下下
校校
のの
様様
子子
をを
見見

守守
りり
、、
指指
導導
すす
るる
のの
でで
すす
がが
、、

そそ
のの
とと
きき
にに
生生
徒徒
会会
役役
員員
のの

皆皆
ささ
んん
がが
一一
緒緒
にに
ゴゴ
ミミ
拾拾
いい

やや
らら
、、
登登
校校
すす
るる
生生
徒徒
へへ
のの

ああ
いい
ささ
つつ
運運
動動
にに
参参
加加
しし
てて

くく
れれ
てて
いい
まま
しし
たた
。。
生生
徒徒
会会

のの
皆皆
ささ
んん
ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ

いい
まま
しし
たた
。。
新新
翔翔
のの
生生
徒徒
はは

ああ
いい
ささ
つつ
をを
よよ
くく
しし
てて
くく
れれ

るる
とと
いい
うう
話話
をを
聞聞
いい
たた
ここ
とと

がが
ああ
りり
まま
すす
がが
、、
ここ
うう
いい
うう

すす
ばば
らら
しし
いい
伝伝
統統
はは
ここ
れれ
かか

らら
もも
ぜぜ
ひひ
生生
徒徒
全全
員員
でで
受受
けけ

継継
いい
でで
いい
っっ
てて
ほほ
しし
いい
とと
思思

いい
まま
すす
。。
ああ
いい
ささ
つつ
をを
すす
るる

ここ
とと
。。
ルル
ーー
ルル
をを
守守
るる
ここ
とと
。。

身身
だだ
しし
なな
みみ
をを
整整
ええ
るる
ここ
とと
。。

小小
ささ
いい
頃頃
かか
らら
言言
わわ
れれ
続続
けけ

てて
きき
たた
基基
本本
的的
なな
ここ
とと
でで
すす

がが
、、
将将
来来
社社
会会
人人
とと
しし
てて
自自

立立
しし
てて
いい
くく
うう
ええ
でで
もも
絶絶
対対

必必
要要
なな
大大
事事
なな
ここ
とと
でで
すす
。。

まま
ずず
ここ
れれ
らら
のの
ここ
とと
をを
確確
実実

にに
実実
行行
でで
きき
るる
よよ
うう
にに
しし
まま

しし
ょょ
うう
。。
そそ
れれ
だだ
けけ
でで
学学
校校

はは
ずず
いい
ぶぶ
んん
とと
変変
わわ
りり
まま
すす
。。

学学
校校
のの
主主
役役
はは
皆皆
ささ
んん
方方
生生

徒徒
でで
すす
。。
自自
分分
たた
ちち
のの
力力
でで

ここ
のの
学学
校校
をを
地地
域域
にに
誇誇
れれ
るる

学学
校校
にに
しし
てて
いい
っっ
てて
くく
だだ
ささ

いい
。。
私私
もも
先先
生生
方方
もも
精精
一一
杯杯

がが
んん
ばば
りり
まま
すす
。。
どど
うう
ぞぞ
よよ

ろろ
しし
くく
おお
願願
いい
しし
まま
すす
。。
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